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【論文要旨】
本稿では、鎌倉公方足利氏満・満兼期に鎌倉府体制を支え、犬懸上杉
氏の最大版図を築いた上杉朝宗の動向について、基本的事項を確認しながら考察するものである。朝宗は兄朝房とともに鎌倉公方の近臣として鎌倉府に仕えていたこと、鎌倉府の軍事行動においては、たびたび鎌倉府軍の大将を務め 満兼期における奥州情勢への対応については中心的な立場であたっていたことなどを明らかにした。これらの事実は、みな朝宗 当該期、鎌倉公方の最も信頼された近臣 して存在していたことに起因していると考えられ、また、関東管領としても、朝宗は鎌倉公方足利氏満・満兼の絶大な信頼を得て存在していたのである。朝宗が関東管領として在任していた時期は、鎌倉府の確立期にあたっており、朝宗の政治的位置は、この間に、山内上杉氏が幕府との繋がりを
強めていたことも考慮すれば、当該期の鎌倉府政治史を考える上で等閑に出来ないのである。【キーワード】
関東管領、犬懸上杉氏、鎌倉府、上杉朝宗、鎌倉公方
はじめに
室町期における「鎌倉府体制
(
 )」を考える上では、その体制を支えた人
員について明らかにし、彼らを位置づけて くことが必要になるだろう。近年の鎌倉府に関する研究では、府の奉行人や守護を位置づけていくうえで一定 成果をあげている
(
 )。なかでも、府の中核に位置する関東
管領上杉氏の検討は、鎌倉府の支配体制を考える上で重要であり、これについての研究実績は分厚い
(
 )。しかし、関東管領上杉氏と言った場合、
そこで想定されるのはもっぱら山内上杉氏が中心 あった。室町期に関東管領として存在した、もう一家の上杉氏、犬懸上杉氏に対する政治的位置にアプローチする作業は、 になってようやく進め れるようになった段階にあるといえ
(
 )。本稿では、犬懸上杉氏の政治的位置を改め
て考える素材として、鎌倉公方足利 満期から満兼期 けて 関東管領として活動した上杉朝宗の動向について検討して きたい。
朝宗の動向については、山田邦明氏が、犬懸上杉氏の政治的位置を論
じた中で、犬懸上杉氏の最大版図を築 た人物として言及され いる
(
 )。
山田氏の論考は、それまで取り げられることが少なかった犬懸上杉氏の立場を、鎌倉府体制のなかに 付けよう し も であり重要であ
――
る。また、黒田基樹氏も、基氏・氏満・満兼期における上杉氏一門の考察をおこなっており、朝宗の動向に関しても言及している
(
 )。ただし、こ
れらのなかでの朝宗に関する考察は、全体のなかの一部分であり、限られたものであ そのため、犬懸上杉氏の立場をより明確にするためには、朝宗の動向 、当該期の政治状況や文書史料と関連付けて更 考察をすすめていく必要がある。ここでは山田 や黒田 の研究に導かれながらも、朝宗の生涯と政治的動向や立場について、時系列的に、より詳細な検討 おこなっていくことにしたい。
一
鎌倉府の成立と朝宗
『上杉系図大概
(
 )』によれば、朝宗は応永二十一年（一四一四）八月二
十五日に七十六歳で没したとされている。そうす と彼 生年 暦応二年（延元四、一三三九）ということに るが、父憲藤は暦応元年（延元三、一三三八） 戦死しているか 、考え難 。同じ『上杉系図大概』には、朝房の項に憲藤没時の兄弟の年齢 朝房が四歳 朝宗 二歳だたとするから、こちらを採ると朝宗の生 は建武三年（延元元、一三三六）で、没時の年齢は七十八だったということになる。ひとまずこ では、建武三年 生まれたとして話を進めた 。
朝宗の幼名は幸若丸。父は上杉憲藤で、二つ年上の兄に朝房がいる。
父の憲藤 上杉憲房の子息で 兄弟にはのちに関東管領 なる憲顕がいる。建武四年（延元二、一三三七）十二月二十八日、北畠顕家 奥州から上洛し、足利方の軍勢は鎌倉 おいて敗北。翌年三月 五日、顕家軍を追って上洛した足利軍は、摂津で激し 戦いを繰り広げ、こ 時憲藤
は渡辺河において戦死する（ 『太平記』 ） 。憲藤の死後、朝房・朝宗の兄弟は、家人の石川覚道に養われたという（ 『上杉系図大概』 ） 。同系図によれば、その後朝宗は「自十三歳合戦」とあり、十三歳で戦場に赴いたとある。先述したよう 父憲藤が暦応元年（延元三 一 三八）に討死した き、朝宗 二歳だったと うから、朝宗の初陣は貞和五年（正平四、一三四九）頃の出来事であったと考え れ 。貞和五年といえば、八月に高師直排斥の動きから、師直が直義邸を強襲する事件が勃発し、直義方の武将であった上杉重能や畠山 が流刑となり、のちに殺害された年である。この時の朝宗に関しては一次史料から具体的にあらわれる事は無いが、兄朝房は、観応二年（正平六、一三五一）一月十二日に直義のもとへ走っている とが知られるから（ 『園太暦』 ） 、朝宗も直義方の将として観応の擾乱での諸戦に臨んでいたと も不思議ではない。生涯に渡り戦場に出た数は「持節十六箇度」 されているから、上杉一族の中でも、武将として腕が見込まれた人物だっ もしれない。この後、観応の擾乱に敗れた直義方 一人として逼塞したとみられるが、具体的な動きはわからない。
その後、朝宗の具体的な活動がわかるのは、鎌倉公方足利氏満期の応
安元年（正平二十三、一三六八）になってから 応安元年六月二十八日に甲斐国円通寺に施入された大般若経奥書に「沙弥禅助」 署名がある。禅助は朝宗の法名である。それまでの朝宗 動向 わからないが、兄朝房は貞治元年頃から関東で活動しはじめ おり、すでに鎌倉公方足利基氏の近臣として重きをなして た 甲斐円通寺の大般若経奥書には、貞治七年二月に朝房の名前も見え おそらく朝宗も同時
――
期に兄と共に鎌倉府に出仕したのだろう。なお、ここから朝宗は既に出家していたことが知られる。朝房や上杉能憲も足利基氏の死後に出家していることから、朝宗の出家も基氏の死が契機とみられる。とすると、既に朝宗も兄朝房 同時期に、鎌倉公方の近臣としての立場にあったとも考えられ 。
義堂周信の記録『空華日用工夫略集』 （以下『日工集』と略称する
(
 )）
によると応安二年正月十四日、朝宗は公方氏満の命をうけ義堂周信のもとを訪ね、義堂の瑞泉寺への還住をうながしている
(
 )。 『日工集』には、
同時期に義堂に瑞泉寺還住をすすめた氏満からの使者として、 「問注所の子」や二階堂行春・愛甲・梶原・依田など、公方 奉公衆やその周辺の人物とみられるものが遣わされていることがみえる。二月十七日、宗は関東管領上杉能憲と共 再び義堂のもとを訪れ 遂に義堂は瑞泉寺還住を引き受けるに至る。
翌応安三年三月頃、朝宗は信濃国に出陣している。これは南朝方勢力
の蜂起をうけ、信濃国守護で関東管領でもあった兄朝房の補助をおこうためであった。朝房・朝宗が兄弟で軍事 動にあ っ は上杉一族 「家」としての意識をみるうえで 興味深い
(
)。朝宗は信濃の
陣から、義堂に対し亡父憲藤 三十三回忌の拈香を依頼している（ 『日工集』応安三年三月十五日条） 。
応安七年（文中三、一三七四）四月二十九日 香取の神輿帰座
に際し、香取神主に対し書状を出している。これが確認出来 なかで朝宗発給文書の初見である。【史料】上杉朝宗書状（ 「下総香取源太祝家文書」 『南関
(
)』三七〇一）
神輿御帰座目出候、抑神馬一疋
栗毛
料足拾結進之候、恐々謹言、
卯月廿九日（応安七年）
禅助（花押）
香取神主殿
香取神輿動座は、香取社の社領保全をめぐる訴訟のなか、応安七年三
月八日におこったものであり、この問題は、当時の鎌倉府にあって大きな政治的課題とな ていたことは小国浩寿氏の研究に詳しい
(
)。当時この
問題にあたっていたのは関東管領の上杉能憲であった。四月二十五日、能憲は香取社の造替と神領保全に関して両使に沙汰付を命じ、下総国守護千葉満胤に施行を命じる
(
)。こうして神輿帰座がなされ、神輿警固に大
須賀以下四人が命じられてい
(
)。このなかで、朝宗が神輿帰座にあたっ
て神馬と料足を進上していることは、既に朝宗は鎌倉府における中枢の人物だったことを想定させる。また応安八年正月十六日、義堂は年賀の挨拶とし 、氏満、能憲、朝宗の順番に巡っている。こ からも、朝宗は関東管領に次ぐ地位にいたことが推測される。同じく『 工集』永和二年三月十四日条には 公方氏満が瑞泉寺の観花の会 参っ 際朝宗は公方氏満の唯一の「官伴」 （武家方の出席者） し 付き従 ていることがみられ、朝宗は兄朝房 同様 鎌倉公方 近臣的立場
(
)にあ
ったことがうかがえる。
永和二年九月廿四日、朝宗は関東管領上杉能憲から、円覚寺造営料と
して上総国棟別銭を滞りなく徴収するよう 命じられて る
(
)。このこと
はすなわち朝宗が上総国守護となっていたことを示す。上総国守護はこれ以前には朝房が勤めていたから、 房が上京 たことをうけ
(
)、その
守護職を継承 たとみられる。上総国守護職 の ち、その子の
――
憲（禅秀）へ受け継がれるから、上総国は犬懸上杉氏の重要な勢力基盤になった。同年十一月四日、朝宗は棟別銭の沙汰を寺家雑掌とともに勤めるよう、守護代とみられる石河左近将監に命じている
(
)。この石河左近
将監は、応安四年九月十二日、上総国市原八幡宮社務職・同社領等を押妨しているとして醍醐寺地蔵院法印から幕府に訴えられていた
(
)。これを
うけて翌年、左近将監朝藤という人物が、市原庄を醍醐寺清浄光院法印に打ち渡している
(
)。左近将監朝藤は、官途からして訴えられた石河左近
将監と同一人物だとみられる。よって石河左近将監は朝藤という実名だったことがわかる。石河氏は犬懸上杉氏の根本被官とされる一族である。先述したように、 『上杉系図大概』には、憲藤の没後朝房・ 兄弟を保護し 「石川覚道」という人物がみられるし、朝房の代に 但馬国守護時代から朝房に従っている 川基藤 い 人物もみられる
(
)。基藤
も朝藤もともに「藤」の字を共通に が これは憲藤の偏諱だと考えられよう。彼等石河一族は朝房・朝宗父の憲 の時代から従っていたのであろう。
上総国守護として、朝宗は、至徳元年九月、上総国の一宮である惣社
（市原）八幡宮の神輿新造に際して、奉行として名前がみられている
(
)。
また、応永四年には、八幡宮造営のため、上総国内に棟別銭を賦課している様子もうかがえる。【史料】武兵庫入道正忻奉書案（ 『鶴岡事書日記
(
)』 ）
棟別除状案市原八幡宮造営料棟別事、於鶴岳八幡宮領埴生郡一野佐坪者、可被止催促候由、被仰出也、恐々謹言、
武兵庫入道事書
応永四
六月六日
正忻
千坂弥三郎殿
右は市原八幡宮造営棟別銭を、鶴岡八幡宮領埴生郡一野佐坪村には免
除することを伝えたものである。この際の棟別銭は、地名の表記に「埴生郡」とのみあることから、上総国一国 みに懸けられたものだろう。奉者の武兵庫入道正忻の素性は不明だが、鎌倉府 奉行人には武氏はみられず、棟別銭の賦課主体は上総国守護の朝宗であったとみてよいと考える。このように一宮 興行に関わること 、 は上総国への支配を強めていった。次代 なって、上杉禅秀の乱の後に起こる上総本一揆は、こうした犬懸上杉氏の支配が強く及んでいた結果であ と考えることができよ 。
二
朝宗の軍事行動
康暦二年（天授六、一三八〇） 、下野国の小山義政が鎌倉府から討伐
をうける、いわゆる小山義政の乱が勃発する。小山義政 乱に関しては、多くの研究があるのでここでは詳述は避け 榛名山執行や鶴岡八幡宮供僧などとして活躍した頼印の日記であ 『頼印僧正行状絵詞
(
)』から
乱の様子を確認する。【史料】 『頼印僧正行状絵詞』康暦二年六月十五日条
康暦二年六月十五日、鎌倉武衛征罰ノ為ニ発向、先上椙安房入道道合、同中務少輔入道禅助 木戸将監入道法季等ヲ大将トシテ、拾ヶ国ノ勢ヲ卒シテ、義政ノ館ニ下着ス。義政降参之ヨシヲ歎キ申間
――
同九月十九日、大将三人村岡ノ御陳江参着。然而義政年内サン陳セス、翌年二月十五日、武衛重而発向、今度ハ上椙中務少輔入道禅助、木戸将監入道法季両大将トシテ先陳ニススム。 （中略）同三月廿二日（永徳二年）
夜、永賢并若犬丸祇園城ヲ放火シテ、糟尾之奥ニ城ヲ
構フ。 （中略）同廿三日、問注所入道浄善、野田入道等忠ヲ使トシテ両将ニ仰セテ云、諸軍ヲ卒シテ急発向スヘキヨシ一 ニ両三度問答アリトイヘトモ、両将命ニ随ハス、ツヰニ廿五日ニハ申キリテ立ヘカラサルヨシ治定ス 武衞大 驚テ 廿六日ノ早旦ニ壇所ヘ来臨シテ云、両使ヲモテ三ヶ日問答ストイヘトモ 中務 禅助固辞スルアイタ、術ヲ失フ者也、所詮其憚アリトイヘトモ、尊駕ヲ彼方 屈シテ 愚慮伝へ給ヘト、則チ命ニ応シテ申テ云 陳ニ向テ問答スル事 度 及ヘリ、其時禅助仰ニ随テ来廿九日進発スヘキヨシヲ申スアイタ、武衞始メテ歓顔ス、萬物皆以春也、院主仏法之効験ノミ アラ 世間ノ理非モ明察ニイマシシケルニヤト、諸人不思議 ソ モヒケ 。
康暦二年（天授六、一三八〇）六月十五日、小山義政の討伐には氏満
自ら出陣し、先陣として関東管領上杉憲方・上杉朝宗・木戸法季の三人が発向している。なおこの時、朝宗は 野国の国人庭野貞家の着到状に証判をしている
(
)。義政は、一度は降伏したものの年内には参陣せず、翌
永徳元年に氏満が再度自ら大将 討伐に出陣。こ 時は先陣として上杉朝宗・木戸法季両人が大将となっている。朝宗は、永徳元年八月六日には高岡正受庵領上幸嶋内青鳥村に、同二十五日 法雲寺領下野国押切郷 対し、軍勢の狼藉を禁じた禁制を発給 いる
(
)。鎌倉府軍の猛
攻をうけた義政は十二月に再び降伏するが、翌永徳二年三月二十二日夜に居城の祇園城を焼き逃亡、三度目の討伐を受けることになる。この時の大将も、当初は難色を示したものの、上杉朝宗と木戸法季が勤めた。そして四月には義政が自害し、乱は一応 終結をみ 。
三度の討伐のなかで、大将を勤めたのは関東管領上杉憲方と木戸法
季、そして朝宗だった。木戸氏は足利氏の根本被官であり、鎌倉府においては『鎌倉年中行事』 「奉公中之宿老」ともされる。木戸法季も基氏期以降、公方周辺で活動がみられる人物で、義政滅亡後は一時的に下野国の守護にもなっている
(
)。注意されるのは、第一次討伐の際に大将の
一人を勤めた関東管領の山内上杉憲方は 第二次討伐以降、この軍事行動に際して消極的な姿勢をみせ いることである。小国浩寿 は、こ時の憲方の行動は、小山義政討伐をこころよく思っていなかった幕府への配慮とそれに伴う自己責任の回避とされている
(
)、近年では小山義政
討伐は幕府 の交渉の えでおこなわれていた となどが きらかにされている
(
)。 『喜連川判鑑』によれば、憲方は永徳二年正月十六日に関東
管領を上表し、入道したことが記されて る。時期的には二次討伐によって義政が降伏 たのち ことで、この背景に政治的問題があった も考えられるが、 『頼印僧正行状絵詞』に憲方 病平癒の祈祷の記事がみられることから、病によ 上表だっ も考えら 、単純に憲 は病がちで戦陣に臨むこと 出来なかったともみられる。
小山義政の自害後、その子息若犬丸が各地で鎌倉府に抵抗を示す。嘉
慶元年（元中四、一三八七）五月 は、若犬丸を匿った罪に問われた小田孝朝が追討をうけることにな 。孝朝自身 早期に捕縛されるが 常
――
陸国ではその家臣たちが男体山城に籠城していた。七月十九日、討伐軍の大将として朝宗が常陸男体山城へ発向している（ 『頼印僧正行状絵詞』 ） 。男体山城は、翌年五月二十二日 落 する。この時に、大将だった朝宗は、宍戸弥四郎の軍忠を公方に注進し、それによって氏満から宍戸弥四郎に感状が発給されている
(
)。
今回の大将としてみられるのは朝宗のみであった。このことに対し、
市村高男氏は、小田孝朝の乱の背景に、犬懸上杉氏の勢力拡大の思惑があったと推測している
(
)。市村氏は、小田孝朝の乱は、鎌倉府による小田
氏領地だった信太・田中両庄の没収や、この乱に対する東国武士団の関わりの薄さから、常陸国に大きく勢力をのば た小田氏に対する孝朝潰しを前提とした鎌倉府側の攻撃であったとする。そし 大将として活躍した「当時 犬懸上杉朝宗が、関東管領 山内上杉憲方 一歩背後に立ってい ことを思えば、彼が孝朝討伐の大将となるこ に、犬懸上杉氏の退勢挽回の重要な意味を見いだしていたとしても 何ら不思議でないだろう」とされている。
確かに、小田孝朝の乱は鎌倉府の勢力拡大欲求の延長線で らえら
れ、朝宗は大将として活躍することで、常陸国に基盤を手 入れ いる (
)。ただし、氏が言うように朝宗が犬懸上杉氏の勢力挽回のために働い
たという流れは、これまでの朝宗の立場の検討からい てどうであろうか。朝宗の征伐軍大将 、朝房 代から続く犬懸上杉氏が鎌倉公方の近臣として存在していたことに起因するものであろう。そもそも、直前小山義政の乱で、討伐軍の をも勤めなかった（られ かっ ）山内上杉憲方に、この戦乱 戦力として期待することは出来 はずもなかっ
た (
)。数度におよび、鎌倉府の討伐軍の大将を勤めた朝宗に対し、氏満は
信頼感をますます寄せたことだろう。
明徳三年（一三九一） 、鶴岡八幡宮の正遷宮が企てられ、その惣奉行
として朝宗がみえている（ 『鶴岡事書日記』 ） 。言わずと知れた鎌倉における武家政権の象徴でもあ 鶴岡八幡宮の正遷宮に際し、注目したいのは、関東管領ではない朝宗がその惣奉行となっていることである。このこと 朝宗へ対する公方からの信頼を示すものといえよ また「深谷上杉系図
(
)」によると、朝宗の子息氏憲も「鶴岡惣奉行」と注記さ
れている。犬懸上杉氏の世襲的立場をあらわすものとして興味深い
三
関東管領への就任
関東管領だった山内上杉憲方は、応永元年（一三九四）十月二十四日
に死去する（ 『喜連川判鑑』 ） 。 『喜連川判鑑』によると、そ 後憲方 子憲孝が明徳三年四月二十一日から応永元年十二月三日まで関東管領職を継いでいたとするが、憲孝が関東管領を勤めていた徴証 みえない。してその翌年の三月八日 関東管領職を継いだのは、憲方の子憲定ではなく朝宗だった。その理由は定かではな が、憲定がまだ 十歳という若年であったのに対し、朝宗は 齢も五 六歳と上杉一族のなかでも長老格であり、公方氏満から 信頼も厚かったことによるだろう 関東管領としての文書上の初見は、応永二年 月二十八日に、常陸国守護 佐竹義盛に公方下 の沙汰付けを命じ 施行状である
(
)。
応永三年（一三九六）二月二十八日、小山若犬丸の討伐の めと称し、
氏満は奥州へ発向 た
(
)。この時の朝宗が氏満に同道したかは定かではな
――
いが、次にあげる史料は、この時の朝宗の動向を示すものである。【史料】上杉朝宗奉書案（ 「雲頂庵文書」 『神』五一六〇）
御留守鎌倉警固事、相催一族、早々可被馳参由候也、仍執達如件、
応永三年二月廿八日
沙彌
在判
波多野小次郎殿
【史料】波多野高経着到状案（ 「雲頂庵文書」 『神』五一六三）
著到
相模国波多野小次郎高経申
右、去二月廿八日、為小山若犬丸御対治、自野州同奥
(ママ
)
州田村城御発
向以来 於鎌倉相催一族、属當 手、昼夜致宿直警固上者、早賜御判、為備備後証著到如件、
応永永
（桁）
三年六月
日
（証判） 「承候了、在判」
右は、朝宗が鎌倉の留守居を波多野高経に命じた奉書と、留守居を
命じられた波多野高経が、応永三年六月に提出した着到状の案文である。案文ではあるが、承引の判が「在判」として載せられている。あるいはこれは朝宗のもので 朝宗は氏満出陣中の鎌倉留守居を果たしていたことが考えられる。
応永五年（一三九七）十一月四日、二代鎌倉公方として君臨した足利
氏満は四十歳で死去する（ 『喜連川判鑑』 ） 。次いで鎌倉公方となったのは、 の長子満兼であった。関東管領は引き続き朝宗が務めている。満兼の発給文書の初見は、応永五年十二月二十五日に鶴岡八幡宮寺に陸奥国石河庄内の地を寄進したもので、同日付で朝宗はそれを斯波大崎詮
持へ施行している
(
)。
特に朝宗はこのころ鎌倉府内において重鎮的存在であったようで、
「上杉家系図大概」には「鎌倉満兼公ハ朝宗養君也」とされている。おそらく朝宗は、氏満の時代からその近臣として満兼の養育にも一役かっていたとみられる。また、満兼の次代持氏の初期の花押は、朝宗の花押と類似していることが指摘されている
(
)。これは朝宗が満兼の養君だった
こと 同時に、持氏の養育もしており、持氏がその影響を受けていたものと考えられる。
満兼が鎌倉公方に就任した翌年の応永六年（一三九九）十一月、京都
において大内義弘が幕府 背 た、いわゆる「応永の乱」 勃発する。ここ 満兼が関与する。十月二十七日、満兼 児玉孫八・次郎に対して、 「就天下事」として軍勢催促
(
)、大内義弘は興福寺に対して鎌倉府
の軍勢が京都へ発向するから、忠節を尽して欲し と 興福寺を味方へ誘う書状を発給している
(
)。 『喜連川判鑑』によれば、十一月二十一日、
満兼は実際に武蔵国府中まで軍を進めたようである。
これに対し、幕府の対応もはやかった。十一月二十一日には、下野国
の国人藤井四郎へ宛て 事実を問 合わせる御教書が出され いる
(
)。さ
らに幕府の追及は、これ以降山内上杉氏を交渉の窓口 し やり りがなされている。【史料】足利義満御内書（ 「上杉文書」 『神』五二五一号）
種々巷説驚入候間、進状候之処、無為申沙汰、為天下返々目出候、委細圓西堂帰参時可申候、かしく、
十二月十二日
（花押）
――
上杉安房入道殿
これによれば、関東での巷説に対し、幕府は山内上杉憲定に状をまい
らせ、それに対し憲定が 「無為申沙汰」 をおこなったことを賞している。以後も幕府は山内上杉 へ度々御内書を発給し、十二月二十九日には満兼の陰謀を止めることを求め
(
)、翌年正月十八日には、応永の乱に関わ
った今川了俊が関東にいる いう噂の真相を尋ねている
(
)。
結局のところ、大内義弘は十二月二十一日に戦死し、満兼も応永七年
三月五日になって武蔵府中より兵を引きあげることになる（ 『喜連川判鑑』 ） 。そして応永七年六月十五日、三嶋神社 願文 奉る。【史料】足利満兼願文（ 「三嶋神社文書」 『神』五二六四）
敬白
三嶋社壇
立願事
右、 「満兼」誤以小量欲起大軍、然依輔佐之遠慮、有和睦之一途、仍止発向、早随時宜、重又有諫言、々々良有所以、令定運命之通塞、須由冥助之浅深、若違冥慮者、争達微望、若有神助者 自開福建、不可求力、不可労心 故任彼諷諌 忽飜異心 即為改其過而謝其咎、記此意趣、偏仰冥鑑、伏願
當社早照丹心、弥加玄応、都鄙
無事、家門久栄矣、仍願書如件 敬白
応永七年六月十五日
左馬頭源朝臣「満兼」 （花押）
右の史料の趣旨は、この度自分は誤って兵を挙げたけれども、 「輔佐」
の遠慮・諫言によって発向を止めた。ただ都鄙の無事（無為）を願う、との内容である。この場合の輔佐とは、幕府より度々満兼への諫言 求
められていた山内上杉憲定を指すとみてよいだろう。この時の関東管領は朝宗であったから、関東管領職であるかどうかを問わず、幕府は山内上杉氏と独自に接触をもち、鎌倉公方を諌める役割を求めていたことがわかる。田辺久子氏は、この願文自体も、奉納先が三嶋社であった とも、山内 の守護領国である伊豆国所在という観点から、山内上杉氏との関 りでとらえられるとしている
(
)。
それではこの間、朝宗はどのような行動をとっていたのだろうか。残
念ながら具体的なことはわからない。この間 鎌倉府の発給文書をみると、満兼が武蔵府中に発向していた応永六年十一月二十一日から翌年三月五日の間、下野国長沼庄内長沼又四郎跡の案件について 連のものがある。応永六年十二月十三日、下野国 の結城基光は「御奉行所」に宛てて長沼義秀か の注進状の請文を提出している
(
)。その後、十
二月十七日には、朝宗が関東管領 して、下地 義秀に宛て、濫妨人の交名状を注進するようにと基光に宛てて奉書を発給している
(
)。一方、満
兼はほぼ同内容の御教書を翌年二月十五日に発給しており
(
)、それをうけ
て基光 三月五日に打渡状を作成している
(
)。
この一連の文書におけるタイムラグを考えてみると、訴えが鎌倉に出
されたとみれば、満兼出陣中 文書発給は、関東管領であった朝宗がおこなっていたとみられる。満兼はそれをうけ 形で 府中におい 案件を受け、御教書を発給したと考えられる。すなわち 朝宗は満兼と共には発向せず 鎌倉の留守居をしていたと考えられる。その理由 定かではないが、先にみた氏満の奥州発向の際にも鎌倉の留守居を たから、或はこの頃、朝宗は既に戦陣に立つことそのも が少 くなっ
――
たとみられる。こののちも朝宗は引き続き関東管領を勤めているから、応永の乱で幕府から責任を追及されることもなかったようである。
四
奥州情勢への対応と朝宗
奥州は、足利氏満の代の明徳二年（一三九一）に鎌倉府の管轄下にお
かれた。その後奥州の統治は、しば く 間、奥州管領だった斯波大崎氏を通じておこなわれてい が
(
)、応永六年（一三九九） 、公方満兼の就
任に際し、その弟の満貞が陸奥国に派遣され、公方近臣による統治が計られていた。
これに対し、奥州の国人たちは様々な反応をみせ、なかでも陸奥伊達
氏の伊達政宗は、満貞の下向翌年 応永七年（一四〇〇）に、鎌倉府へ対し反抗的な態度をみせ、 「隠謀」露見を理由に征伐をうけ ことになる (
)。この反乱は、約七か月で政宗が降伏することで事なき 得る。し
し政宗は、応永九年になっ 再び反乱する 時、鎌倉府方の討伐軍として、朝宗の子息氏憲が派遣されることになる。【史料】足利満貞催促状（ 「結城錦一氏所蔵結城家文書」 『白河市史資料編』四一七）
就凶徒等退治御合力事、近日右衛門
(上杉氏憲
)佐所可令下向也、早相触庶子
等、弥可抽忠節之状如件、
応永九年四月十四日
（花押）
結城参河七郎殿
同時に、満兼は奥州凶徒対治の祈祷を諸寺社に命じている
(
)。杉山一弥
氏は、こうした動きは、鎌倉府は奥羽両国の支配権を稲村公方に対して
完全に移譲していたわけではなかったことを指摘している
(
)。そうした鎌
倉府中枢の軍事行動にあたって、とくに氏憲が派遣されたことは、犬懸上杉氏が朝房・朝宗・氏憲の三代にわたって鎌倉府の軍事行動における大将を勤めたこと なり、公方近臣としての犬懸上杉氏 政治的立場がうかがえるのである。この戦いの際、菊田庄内上遠野で合戦があり、氏憲は上遠野兵庫助に宛てて感状を発給している。【史料】上杉氏憲書状（ 「上遠野文書」三四『福島県史
資料編七』 ）
去月廿六日注進、昨日ニ到来、委細非見
(ママ
)
候了、
抑於上遠野、去廿五日致合戦、御舎弟九郎・同十郎手負、藤井家人下枝兵衛二郎討取頸到来候、目出候、今度属無為候者、名字地内可相計候、則□村注進申候、謹言
十一月三日
氏憲 （花押）
上遠野兵庫助殿
右史料は、これまで上杉禅秀の乱に関連するものとして応永二十三年
のものととらえられることもあったが、禅秀の乱時に氏憲は沙弥禅秀を名乗っていたか 、氏憲署名のある本史料はそれ以前のものである。本史料は伊達政宗の乱の際に発給されたもので、応永九年と比定するのが妥当であろう。
当該期の陸奥国菊田庄をめぐる状況に関しては、遠藤巌氏の研究が詳
しい
(
)。鎌倉期以来、菊田庄は小山氏の一族が地頭職を有していた。南北
朝期以降、菊田庄を勢力基盤として
存在した小山氏一族の藤井氏は、下
野守や孫四郎という小山氏一族 なかでも中核的な官途名を名乗る一族だったとされる。応安三年の信濃国合戦では、藤井下野入道全切の代官
――
上遠野政行が軍忠状を提出し、その時の大将だった上杉朝房が承判をすえている
(
)。さらに朝房は、藤井下野入道に信濃国内の知行地を安堵して
いる
(
)。ただし、この時の藤井氏は、鎌倉府の支配のもと、関東管領であ
った上杉朝房のもとに集結したものとみられ、犬懸上杉氏と直接的に関係をもったわけでは無かったとみられる。上遠野氏は、菊田庄内上遠野郷を名字の地とする国人で、藤井氏の庶流とみられ 康暦二年の小山義政の乱に際しては、上遠野左近将監が足利氏満から軍勢催促を受けている (
)。藤井氏は、伊達氏と協調関係にあった懸田氏と一揆契約を交わしてお
り (
)、伊達政宗の乱では政宗と共に鎌倉府に反抗する素地は十分にあっ
た。その中で藤井氏は、菊田庄内の庶流上遠野氏の討伐をおこない、遠野氏が伊達政宗討伐軍 大将だった上杉氏憲を頼り その成果を注進したのが【史料】だった。
これに対し氏憲は 菊田庄の周辺国人を動員して事 たったとみら
れる。岩城郡金成村を本拠とした岡本氏も、この戦いに従軍し、 憲の父朝宗から感状を得ている。【史料
】上杉朝宗書状（ 「秋田藩家蔵文書一〇」 『いわき市史』八、三
五―五七）
依菊田庄事御合力悦入候、随而敵城没落之間、殊悦喜候也、恐々謹言、
三月十四日
沙弥禅助（花押）
謹上
岡本孫三郎殿
この感状は直状型式であることから、朝宗が関東管領という立場のも
とにおいて発給したのではなく、討伐軍の指揮者の立場において発給したものと考えられよう。また、直接的に軍事行動をおこなっていた氏憲ではなく、その父朝宗が発給していることは、この奥州情勢への対応を、犬懸上杉氏一族がおこなってい 状況がうかがえる。すなわち、氏憲は、老齢だった父朝宗の名代となるか ちで出陣していたのであり、実質的な軍事責任者は朝宗だったのだろう。そして朝宗は、上遠野兵庫助へ御料所の預け置きもおこなっている。【史料
】上杉朝宗料所預け状（ 「上遠野文書」 『いわき市史』八、八三
―七）
陸奥国菊田庄上遠野郷半分事、為料所々預置也、於有限年貢者、任先例、可致沙汰之状如件、
応永十一年十月十三日
（花押）
上遠野兵庫助殿
これ以前、奥州へ対して料所預け置きをおこなっていたのは、応永四
年には鎌倉公方の足利氏満
(
)、それ以降は稲村公方として奥州へ下向した
足利満貞がみえる
(
)。さらにこの頃、朝宗の政治的影響力も強まっていく。
【史料
】上杉朝宗奉書写（ 「東北大学国史研究室保管白川文書」 『白河
市史』四二一）
白河兵衛入道申讃岐□可有御沙汰之由歎申 ［
］ 、縦雖無主地候、
総領被惣安堵、所持事候、其上自□様、御判候上者、不可有楚忽之御沙汰候歟、以御書雖可有御申候、先内々可申之旨 意候、恐々謹言、
十一月廿七日
沙弥禅助
奉
――
謹上
宍戸安芸権守殿
右は、白河兵衛入道が、同名讃岐守跡の沙汰について、満兼の上意を
鎌倉府奉公衆の宍戸安芸権守に伝えたものである。応永十年閏十月十五日、朝宗は白河兵衛入道に讃岐殿跡の子息へ 譲与を承認する書状を出すとともに、宍戸安芸権守へ公方への申沙汰を依頼する。【史料
】上杉朝宗書状写（ 「楓軒文書纂九十二所収白河証古文書」 『神』
五三三二）
讃岐殿跡事、譲与御子息之由承候、可存其旨候、恐々謹言、
応永十
同十月十五日
禅助（花押）
白川兵衛入道殿（満朝）
【史料
】上杉朝宗書状写（ 「楓軒文書纂九十二所収白河証古 」 『神』
五三三三）
白河兵衛入道申、同名讃岐跡事、譲与彼子息候、無相違之様申沙汰候者、可然候、恐々謹言、
後十月十五日
沙弥禅助
花押同上
謹上宍戸安芸権守殿
ここで注意したいのは、白河兵衛入道方から、鎌倉府方に沙汰の嘆き
入れがあり、それに対し朝宗が窓口となって、鎌倉公方への取次ぎや安堵の対応をしているという点である。なお、白河兵衛入道は、応永七年四月七日に、稲村公方の足利満貞から陸奥国白河庄・高野郡宇多庄・石川庄内の当知行地 安堵されて て
(
)、一時期は稲村公方の管轄下に入っ
ていたことが想定さ る。杉山氏が指摘 たように、稲村公方の立場は
相対的に高くは無かったわけであり
(
)、これ以降、氏憲の派兵でイニシア
ティブをとった犬懸上杉氏が、奥州情勢へ対応していくことになる。
さて、ではなぜ犬懸上杉氏が奥州情勢に対応していくことになったの
だろうか。満兼は、就任当時から奥羽支配への並々ならぬ思 を持っていたとみられる。稲村公方足利満貞の派遣は、氏満期から引き続く政策であっ 。しかし満貞は満足な政策を取ることが出来ず、伊達政宗の乱という反乱を引き起こすことになる。ここにおいて満兼は、自らの養育役として信頼のおける朝宗を頼るこ なったのではないか。朝宗が小山義政の乱や小田孝朝の乱で活躍していたこともそ 要因の一つ ろう。もっとも朝宗は老齢ということもあり、応永期以降は自ら前線に立つことは無くなっており、実際には世代交代の意味も含め、息子の氏憲が出陣することに たのだろう。すなわち、犬懸上杉氏が奥州情勢へ対応していくようになったのは、犬懸上杉氏の政治的立場に求める とが出来るだろう。
おわりに
応永十二年（一四〇五）九月十日、朝宗は関東管領を辞任する（ 『喜
連川判鑑
(
)』 ） 。次の関東管領には、山内上杉氏の上杉憲定が就いた。同年
十月二十九日付けで憲定の奉書 みえるのが交代を示す最初の史料である (
)。辞任の背景はあきらかではないが、おそらく関東管領として十年の
区切りであったかとおもわれる。朝宗自身も六十九歳 高齢であり 政務に支障をきたすと考えたともとらえられ 。翌年、両界曼荼羅供 巻数請取の感状 鶴岡八幡宮頓学坊へ出していることが、朝宗の発給文書
――
の終見になる
(
)。
それから四年後の応永十六年（一四〇八）七月二十二日、鎌倉公方満
兼が三十三歳で死去すると、朝宗は後を慕って遁世し、上総国長柄山に閉居する（ 『喜連川判鑑』 ） 。この時、幕府も朝宗の遁世に衝撃をうけ、氏憲にその真相を糺し、帰参の計らいをするようすすめている。【史料
】足利義持御内書（ 「相国寺文書
(
)」 ）
入道隠遁事驚入候、早速帰参候之様、被廻籌策候者、可悦喜候、委趣大用可被申候也、
八月六日
（花押）
上椙右衛門入道殿
このことからも、朝宗の与えた影響力は、鎌倉府のみならず、幕府も
認め得るほどのものであったということがわかる。
閉居後の様子は具体的に出来ない。応永二十一年（一四一 ）八月二
十五日、朝宗は長柄山において七十六歳の生涯を終える。
以上、本稿では、鎌倉公方足利氏満から満兼の代に関東管領として活
動した上杉朝宗の動向について整理し、その政治的立場 示してきた。兄上杉朝房とともに鎌倉公方の近臣としての立場から始まり、鎌倉公方足利氏満・満兼からの絶大なる信頼を得て関東管領に君臨し、犬懸上杉氏の政治的立場を確立した。さらには鎌倉公方 近臣という立場 もと、奥州情勢にも対応していった。そして鎌倉公方足利満兼 死をうけ朝宗は隠遁。犬懸上杉氏の家督は息子 氏憲へと受け継がれ 歴史を大きく変換させることになる。
では朝宗の活動というのは、当該期の鎌倉府体制のなかでどのような
歴史的意義を見出すことが出来るだろうか。別稿で、朝宗の兄にあたる上杉朝房の動向に注目し、初代鎌倉公方足利基氏の近臣的立場にあったことを指摘した。朝宗もおそらくは 府のなかでは当初より兄と同じ立場であったうえ、朝房上京後は の立場を一層強めて、氏満・満兼の近臣を勤めた。氏満・満兼期の鎌倉府は、その「体制」が確立されてきた時期でもある。この時期に公方近臣だった朝宗が果たした役割 決して小さくはないだろう
一方でこの間、憲方・憲定と続いたもう一つの関東管領家であった山
内上杉氏は、将軍足利義満からそ 所領 安堵 うけていたり、満兼応永の乱での挫折では義満と密接なやり取りをしていたり るなど 幕府との繋がりを深くみせていくことに る。こうした両 杉氏の立場の違いが顕著になってくる時代こそが、朝宗が関東管 就任していた時期であった 考える
(
)。鎌倉府において公方の最側近として存在していた
朝宗の政治的意義は、両 の存在形態を考え 上でも見逃せないだろう。
さて、本稿では朝宗の政治的動向を追うことに終始した結果、犬懸上
杉氏の所領の広がりやその被官関係について詳細に触れる が出来なかった。今後の課題としたい。
注
　　　　
(
 )
「鎌倉府体制」のとらえ方には議論がある（植田真平「南北朝・室町期東国史研究の現在」 〈川岡勉編『中世の西国と東国』戎光祥出版、二〇一四年〉 ） 。ここでは、室町幕府将軍の連枝としての鎌倉公方が、関東管領上杉氏を含む諸氏らと共に、関東を支
配していく政治体制ととらえる。
――
　　　　
(
 )
植田真平「公方足利氏満・満兼期鎌倉府の支配体制―「鎌倉府体制」再
考にむけて」 （ 『歴史学研究』九一七、二〇一四年） 、木下聡「足利基氏期の関東管領と守護」 （黒田基樹編『足利基氏とその時代』戎光祥出版、二〇一三年）同「足利氏満期の関東管領と守護」 （黒田基樹編『足利氏満とその時代』戎光祥出版、二〇一四年）同「足利満兼期の関東管領と守護」（黒田基樹編『足利満兼とその時代』戎光祥出版、二〇一五年）など。
　　　　
(
 )
代表として、関東管領上杉氏の研究がまとめられたものに、黒田基樹編
『関東管領上杉氏』 （戎光祥出版、二〇一三年）がある。
　　　
(
 )
黒田基樹「基氏期の上杉氏」 （黒田基樹編『 基氏とその時代』戎光
祥出版、二〇一三年）同「氏満期の上杉氏」 （黒田基樹編『 氏満とその時代』戎光祥出版、二〇一四年）同「満兼期の上杉氏」 （黒田基樹編『足利満兼とその時代』戎光祥出版、二〇一五年）など。
　　　　
(
 )
山田邦明「犬懸上杉氏の政治的位置」 （黒田基樹編『関東管領上杉 』
戎光祥出版、二〇一三年。初出は二〇〇三年） 。
　　　
(
 )
前掲注。
　　　　
(
 )
片桐昭彦「 内上杉氏・越後守護上杉氏の系図と系譜―米沢上杉家本の
基礎的考察―」 （黒田基樹編『山内上杉氏』戎光祥出版、二〇一四年。初出は二〇〇七年）に所収されたものを参照した。
　　　　
(
 )
蔭木英雄『訓注
空華日用工夫略集―中世禅僧の生活と文学―』 （思文
閣出版、一九八二年） 。
　　　
(
 )
瑞泉寺は夢窓疎石開山の臨済宗寺院であり、円覚寺や建長寺とならぶ鎌
倉禅林の古刹であった。特に鎌倉公方足利基氏が中興し、遺命によってここに葬られ公方家の塔所となっていた。氏満らは基氏の崇敬厚かった義堂周信を、ここ 住持となるよう説得を重ねたのである。
　　　　
(
)
黒田基樹氏によると、上杉氏一族が個別の家を形成していくのは、氏満
期から明確になっていくとされている（前掲注、二〇一四年論文） 。
　　　
(
)
『南北朝遺文
関東編』の略称。以下同。
　　　　
(
)
小国浩寿「香取社応安訴訟事件の一背景」 （同著『鎌倉府体制と東国』
吉川弘文館、二〇〇一年。初出は一九九七年）
　　　
(
)
「上杉能憲奉書案写」 （ 「香取大禰宜家文書」 『神奈川県史
資料編古代・
中世（上） 』 〈以下『神』 〉四七〇八） ・ 「上杉能憲奉書案」 （ 「香取大禰宜
家文書」 『神』四七一〇）など。
　　　　
(
)
「上杉能憲奉書案写」 （ 「香取大禰宜家文書」 『神』四七一一） 。
　　　　
(
)
朝房の立場に関しては、拙稿「南北朝期鎌倉府体制下の犬懸上杉氏―上
杉朝房の動向を中心に―」 （ 『文学研究論集』三九、二〇一三年）参照。
　　　
(
)
「上杉能憲奉書」 （ 「相模円覚寺文書」 『南関』三八二二） 。
　　　　
(
)
注
拙稿参照。
　　　
(
)
「上杉朝宗遵行状」 （ 「相模円覚寺文書」 『神』四七七〇） 。
　　　
(
)
「細川頼之奉書」 （ 前田家所蔵文書実相院及東寺宝菩提院文書」 『神』四六七一） 。
　　　
(
)
「左近将監朝藤打渡状 尊経閣古文 纂所収宝菩提院文書」 『南関』三六二二） 。
　　　
(
)
注
拙稿参照。
　　　　
(
)
「飯香岡八幡宮由緒本記」 （ 『市原市史資料集（中世編） 』四六七） 。
　　　
(
)
『戸田市史
資料編一原始・古代・中世』 （戸田市、一九七一年）に所
収。
　　　
(
)
『群馬県史
資料編』一二二〇。
　　　　
(
)
「庭野貞家着到状」 （ 「上野正木文書」 『南関』四〇〇七） 。
　　　
(
)
「沙弥禅助禁制」 （ 「常陸法雲寺文書」 『南関』四〇三三） ・ 「沙弥禅助禁制」
（ 「常陸法雲寺文書」 『南関』四〇三八） 。
　　　
(
)
「木戸法季請文」 （ 「塙不二丸氏所蔵文書」 『南関』四一六一） 。
　　　　
(
)
小国浩寿「鎌倉府北関東支配の形成」 （同著『鎌倉府体制と東国』吉川
弘文館、二〇〇一年） 。
　　　
(
)
石橋一展「室町前期の東国における内乱の再検討」 （松本一夫編『下野
小山氏』戎光祥出版、二〇一二年。初出は二〇〇五年） 。杉山一弥「小山義政の乱にみる室町幕府と鎌倉府」 （松本一夫編『下野小山氏』戎光祥出版、二〇一二年。初出は二〇一 年）など
　　　　
(
)
「足利氏満感状」 （ 「常陸一木文書」 『南関』四四〇三） 。
　　　　
(
)
市村高男「小田孝朝の乱と鎌倉府体制」 （ 『牛久市史研究』八、一九九九
年） 。
　　　
(
)
「上杉朝宗宛行状」 （ 「上野正木文書」 『南関』四三〇三） ・ 「上杉朝宗寄進状」 （ 『南関』 「常陸日輪寺文書」四三九七）など。
――
　　　　
(
)
山内上杉氏は、この乱では積極的な動きを見せていないが、それでも一
度は小田氏が知行していたとおもわれる信太庄を「回復」しているのである。 （上杉憲定宛 状写「臼田喜平氏所蔵文書」 『南関』四三六五） 。
　　　　
(
)
『群書系図部集
第五』 。
　　　　
(
)
「上杉朝宗施行状」 （ 「石川氏文書」 『神』五一二四） 。
　　　
(
)
「烟田重幹着到状写」 （ 「烟田文書」 『神』五一六五） 。
　　　
(
)
「上杉朝宗施行状」 （ 「神田孝平氏旧蔵文書」 『神』五 二三） 。
　　　
(
)
佐藤博信「足利持氏の花押について」 （同『中世東国の支配構造』思文
閣出版、一九八九年。初出は一九八三年） 。
　　　
(
)
「足利満兼催促状」 （ 「萩藩閥閲録十七」 『神』五二三八・五二三九） 。
　　　　
(
)
末柄豊「国立公文書館所蔵『寺門事条々聞書』―附、国立公文書館所蔵
『長仙五師記写』 」 （安田次郎『大和の武士と武士団の基礎的研究』平成十四～十五年度科学研究費補助金基盤研究
（） （）研究成果報告書、二
〇〇四年） 。
　　　　
(
)
「足利義満御教書」 （ 「上遠野文書」 『神』五二四七） 。
　　　　
(
)
「足利義満御内書」 （ 「上杉文書」 『神』五二五八） 。
　　　
(
)
「足利義満御内書」 （ 「上杉文書」 『神』五二五九） 。
　　　
(
)
田辺久子『関東公方足利氏四代』 （吉川弘文 、二〇〇二年） 。
　　　
(
)
「結城基光請文案」 （ 「皆川文書」 『神』五二五 ） 。
　　　
(
)
「上杉朝宗施行状案」 （ 「皆川文書」 『神』五二四三） 。
　　　
(
)
「足利満兼御教書案」 （ 「皆川文書」 『神』五二六一） 。
　　　
(
)
「結城基光打渡状案」 （ 「皆川文書」 『神』五二六二） 。
　　　
(
)
『三春町史
第巻
自然・原始・古代・中世通史』 （三春町、一九八
二年）第三章、渡部正俊氏執筆分。
　　　
(
)
乱の経過に関しては杉山一弥「伊達政宗の乱の展開と稲村公方・篠川公
方」 （黒田基樹編『足利満兼とその時代』戎光祥出版、二〇一五年）参照。
　　　
(
)
「足利満兼御教書」 （ 「大庭文書」 『神』五三一一・ 「相承院文書」 『神』五三一二・ 「古証文」 『神』五三一三） 。
　　　
(
)
杉山一弥「稲村公方と南奥社会」 （同『室町幕府の東国政策』思文閣出
版、二〇 四年。初出は二〇〇 年） 。
　　　
(
)
遠藤巌「上遠野氏と上遠野古文書―南奥国人の 存在形態」 （小林清治
先生還暦記念会編『福島地方史の展開』名著出版、一九八五年） 。
　　　　
(
)
「藤井全切代上遠野政行軍忠状」 （ 「陸奥上遠野文書」 『南関』三五五四） 。
　　　　
(
)
「上杉朝房奉書」 （ 「陸奥上遠野文書」 『南関』三五三八） 。
　　　
(
)
「足利氏満御教書」 （ 「陸奥上遠野文書」 『南関』三九八五） 。
　　　
(
)
「懸田宗顕一揆形状写 上遠野家古 『いわき市史』 八、八四
－ 一） 。
　　　
(
)
「足利氏満御教書」 （ 「結城文書」 『神』五一八四） 。
　　　
(
)
「足利満貞書下」 （ 「阿保文書」 『白河市史 四〇九） ・ 「足利満貞 状」
（ 「結城錦一氏所蔵結城家文書」 『白河市史』四二〇） 。
　　　
(
)
「足利満貞書下状」 （ 「国学院大白川結城文書」 『白河市史』四一一） 。
　　　　
(
)
前掲注
。
　　　
(
)
なお、応永十二年十月十一日に走湯山雷電権現毎日朝供料所として伊豆
国大塔下村の打ち渡しを命じた朝宗の奉書がある（ 「集古文書巻三十三所収走湯山東明寺文書」 『神』五三六七）
。実際には朝宗の辞任はもう少し遅
かった可能性もある。
　　　　
(
)
「上杉憲定奉書写」 （ 「相州文 所収三浦郡修験源皇院 神』五三六九） 。
　　　
(
)
「上杉朝宗巻数請取状」 （ 相承院 」 『神』五三九二） 。
　　　　
(
)
東京大学史料編纂所架蔵影写本「相国寺文書」 。なお本史料の存在に関
しては、木下聡氏にご教示いただいた 詳細は木下聡「足利持氏期の関東管領と守護」 （黒田基樹編著『足利持氏とその時代』戎光祥出版、二〇一六年）参照。
　　　　
(
)
なお、朝宗が犬懸谷に屋敷を持ったことから「犬懸上杉氏 の名乗りが
あるわけであるが、当時の鎌倉公方の屋敷が鎌倉南西の六浦道に面する場所にあったことは、両者の屋敷が極めて近い場所に存在していたことを示す。山内上杉氏が北鎌倉の山之内に邸宅をもって ことと比べても両者の立場は大きく違っていた 考えられる。
